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福岡市地球温暖化対策実行計画について
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チャレンジ！　  炭素脱

福岡市地球温暖化対策福岡市地球温暖化対策

脱炭素社会（温室効果ガス排出量実質ゼロ）をめざした動き

省エネの取組みや再エネ等の活用に
より、温室効果ガス排出量を減らし、
最終的な排出量と森林などによる吸
収量を等しくすることです。
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世界

●

●

国内外で気象災害が激甚
化・頻発化しています。
気候変動の影響は、福岡
市にも及んでいます。

パリ協定において「21世紀後半に世界全体で
温室効果ガスの排出を実質ゼロにする」こと
をめざし、各国で取組みが進められています。

福岡市

日本
「2050年までに脱炭素社会の実現をめざす」という
方針のもと、「2030年度の温室効果ガス排出量を
46％削減（2013年度比）」という目標が示されました。

世界や日本が目指す脱炭素社会の実現に積極的に貢献するため、
「2040年度温室効果ガス排出量実質ゼロ」の実現を目指した取組みを行っています。

カーボンニュートラルを実装した都市をめざして

カーボンニュートラルを実装した都市をめざして
チャレンジ目標 2040年度温室効果ガス排出量実質ゼロ

福岡市域の温室効果ガスの排出状況（2020年度）1

めざす姿２

2030年度目標３

※基準年度:2013年度 計画期間:2022～2030年度
※対象とする温室効果ガス:地球温暖化対策推進法第2条第３項に規定されている７種類

排出量

削減貢献量、
吸収量 

①削減量について
これから減らす量▲233万t-CO2
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※四捨五入の関係のため、排出量の内訳と総量が一致しない場合があります。
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■家庭部門 ■業務部門 ■自動車部門 ■その他※
※廃棄物、産業、運輸（自動車除く）、フロン類、メタン等

●

●

●

●

森林などによる炭素吸収
再生可能エネルギーの市外への売電
環境にやさしい製品やサービスを選ぶ
エシカル消費

②削減貢献量、吸収量について

メタン発生抑制効果がある廃棄物
埋立技術「福岡方式」の海外普及
二酸化炭素の25倍の温室効果がある
メタンの発生を抑制する技術として世
界21か国に広がっています。

福岡市
温室効果ガス
684万トン
（2020年度）

温室効果ガス排出量の
約９割が二酸化炭素

家庭、業務、
自動車が８割以上

発生起源の約７割が
電気・ガソリン等

温室効果ガス総排出量（推計）内訳
（ガス・エネルギー種別）

二酸化炭素総排出量（推計）内訳
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ガソリン等
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二酸化炭素 89%

その他
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フロン類、
メタン等
11%

鉄道、船舶 3%

廃棄物部門 4%
産業
部門等
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2018年7月20日
最高気温 38.3℃

1950年7月20日
最高気温 33.4℃

福岡市
二酸化炭素
610万トン
（2020年度）

業務部門
31%

自動車部門
26%

目標① 市域の温室効果ガス排出量:50％削減
目標② 市外への温室効果ガス削減貢献量、吸収量:100万t-CO2

福岡市役所
自身の目標

エネルギー起源
二酸化炭素排出量

70％削減

福岡方式による
国際貢献

浸出水
集排
水管

内部に空気の通り道

ガス抜き管
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企業の取組み

炭素社会に向けて一人ひとりができること 家庭部門では、2030年度にかけて二酸化炭素の排出を、世帯あたり年間470kg削減することが必要です。
家庭をはじめ、職場や学校など様々な場面で、二酸化炭素の排出削減につながる、記載の取り組みにチャレンジしましょう。脱

家庭の取組み

再エネ 移動 その他

■事業者は取引企業とともにサプライチェーン全体
　での温室効果ガス排出削減に取り組む

■身近な省エネ行動を実践する

■省エネ性能が高い住宅（ZEHなど）を新築、購入する
■リフォーム時は内窓の設置や複層ガラスへの交換、
　壁や天井への断熱材を使用する

■住宅やビル・倉庫等への
　太陽光発電設備や蓄電池、
　HEMS※（ヘムス）や
　BEMS※（ベムス）を導入する

■徒歩や自転車、公共交通
　機関の利用を心がける

■シェアリング
　サービスを利用する

■電気自動車、燃料電池自動車、
　プラグインハイブリッド
　自動車を導入する

■エコドライブを心がける ■森林や海の保全活動に参加する
■使えるものを
　大事に使用する■木造建築や内外装

　へ木材を活用する
■目的に応じてオンライン
　を利用する

■再生可能エネルギー由来の
　電力を積極的に利用する

■家電や機器の
　省エネ性能を
　比較して
　選ぶ

■日々の買い物や外食での
　食品ロスを減らす
　それでも出た生ごみは
　堆肥化などの資源化に
　取り組む

■新鮮な地元食材を使用する

■環境ラベルを確認し、購入の参考とする

■リフューズ（不要なものを断る）に
　取り組む
■簡易包装された商品を選択する
■マイバッグや
　マイボトルを使用する

■省エネ性能が高い建物（ZEBなど）の建築、改修を行う
■更新時に省エネ性能の高い機器を導入する

過剰な照明、冷暖房の利用を避ける、
省エネ家電・機器を利用するなど

事前の走行ルートの確認
アイドリングストップなど

フリマアプリやリユース
ショップを利用する

テナントに入居する時には再エネ
由来電力を利用できる物件を選
択する

「エコマーク」や「FSCロゴマーク」など

エコ
マーク

FSC
ロゴマーク

▲368ｇ
-CO2
の削減

▲380ｋｇ
-CO2

省エネ性能を
20％向上した

場合

▲84ｋｇ
-CO2
食品ロスを
半分に減らした

場合

▲62ｋｇ
-CO2

購入する服の
10％を古着に
した場合

鶏肉1kgを輸送する際に排出する二酸化炭素の量
出典）農林水産省のフードマイレージの考え方から福岡市で算出

※エネルギーの消費を監視／制御する
　システムのこと

ライフサイクル
全体をとおして
環境負荷が少ない

適切に管理された
森林の木材が
使用されている

※年間１万km 走行した場合

※年間平均走行距離10,000km、
　燃費改善率10％、平均燃費20km/Lとして算出

世界初

※　　中の数字は年間のCO2削減効果（福岡市試算）

省エネ性
能
5.0

★★★★★
・・・％

省エネ基準
達成率

目標年度2
022年度

年間消費電
力

・・・kW
h/ 年

eco 
bag

マイバッグキャンペーンキャラクター
「モッテコちゃん」

いつでも

モッテコ！

マイバッグ

CO2
約370g

CO2
約2g

福岡産
外国産

約10km

約18,000km　
   （仮定）

1kgの鶏肉

再生可能エネルギー由来の電気プランへの切り替えでCO2排出が実質ゼロの電気を使えます。

水 力

太 陽 光

地 熱

再生可能エネルギー

CO2排出
実質0 福岡市では、下水汚泥を処理する過程で発生する

バイオガスから水素をつくり、燃料電池自動車（Ｆ
ＣＶ）へ供給する世界初の水素ステーションを開設して
います。FCVが地球を1周以上（42,000km)走行で
きる水素を1日で製造することが可能です。

oooooooo

USED

共通の取組み

自然換気

外皮性能の向上

昼光利用
高断熱化

太陽光利用

高効率空調

高効率給湯

高効率照明

※往復４km(片道２km)２４０日使用した
　場合（国土交通省資料を基に試算）

高効率照明

高効率空調

高効率給湯

太陽光発電

高断熱仕様

夏 冬ZEHのしくみ すずしい！ あたたか！

住まい

暮らし省エネ取組例 年間削減効果

LED ランプに取り替える ▲23kg

▲0.8kg

▲4.7～
　10.2kg

▲86kg

▲29kg

▲４kg

照明は必要なときだけつける
（点灯時間を1日1時間短縮）

エアコンは必要なときだけ
つける（１日１時間短縮）

シャワーを不必要に流した
ままにしない

テレビを見ない時は消す
（１日１時間減らす）

入浴は間隔をあけずに入る

▲125ｋｇ
-CO2

車に替えて自転車
を利用した場合

調達 生産 物流 販売 廃棄

CO2 CO2 CO2 CO2 CO2

食品配送に係る環境負荷低減につながります

ZEBのしくみ

炭素を固定することで
他の建材と比較してCO2
排出を削減できます

走行中のCO2排出量をゼロに、
または低減することができます

自家用車の保有割合の
低下につながります

▲206ｋｇ
-CO2

高効率サーバ
を1台導入
した場合

▲8,600ｋｇ
-CO2

ビルに高効率給湯器
を導入した場合

▲760ｋｇ
-CO2

太陽光パネルの設置か
再エネ由来電気へ
切り替えた場合

▲115ｋｇ
-CO2

エコドライブ
をした場合

▲800ｋｇ
-CO2

電気自動車を
導入した場合


